
２ 地理歴史・公民 

学校番号 318 

平成 31 年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「現代社会」(東京書籍) 

副教材等 
「最新図説現社」（浜島書店） 

「用語集 現代社会＋政治・経済 '19－'20 年版」（清水書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 すべての生徒に社会事象について興味を持ってもらえるよう、資料集や視聴覚教材等を積極的に活用

して社会に関して考察する動機付けを頻繁に行います。そして、授業時間内で議論・討論を行う時間を

設け、社会事象に対して多角的な観点から考え、自らの意見を発表する機会をつくります。加えて、出

来る限り社会見学の機会を設定し、授業内容に関連した事柄を肌で感じる機会をつくり、興味・関心・

思考の幅を広げ授業を行います。 

 

２ 学習の到達目標 

現在起きている社会事象を、歴史的・地理的要素も踏まえた正確な事実認識のもとで自らの問題と

して捉え、自分の考えをもつことを目指す。また、現代社会に関する基本的な知識を深め、国際的な

観点も盛り込んで問題を考察できる能力を養う。そして、広い視野に立って、多角的な観点から現状

を分析し、問題解決の為に行動し、進んで社会の発展に寄与する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

○現代社会の政治，経済，

社会，国際関係などにか

かわる基本的な問題，人

間にかかわる事柄に関

心を高め，意欲的に追究

しているか。 

○社会的事象を総合的に

考察しようとする態度

を身に付けているか。 

○平和で民主的なよりよ

い社会の実現に向けて

参加，協力する態度を身

に付けているか。 

○現代社会の政治，経済，

社会，国際関係などにか

かわる基本的な問題，人

間にかかわる事柄から

課題を見いだし，広い視

野から多面的，多角的に

考察しているか。 

○課題について社会の変

化や様々な立場，考え方

を踏まえ公正に判断し

ているか。 

○課題についての考察や

判断の過程や結果を

様々な方法で適切に表

現しているか。 

○ 現代社会の政治，経

済，社会，国際関係な

どにかかわる基本的な

問題，人間にかかわる

事柄に関する諸資料を

収集し，有用な情報を

適切に選択することが

できるか。 

○得られた資料や情報を

効果的に活用し，学び

方を身に付けている

か。 

○現代社会の政治，経

済，社会，国際関係，

人間としての在り方

生き方にかかわる基

本的な課題や事柄に

ついて理解し，その知

識を身に付けている

か。また，学び方を身

に付けているか。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 

前
期 

第
１
部 

わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
社
会 

 

 

テーマ１ 地球環境問題 

テーマ２ 資源・エネルギー問 

      題 

テーマ３ 科学技術の発達と 

生命 

テーマ４ 情報化の進展と生      

 活 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

a: 地球環境問題や持続可能な

エネルギー利用の実現につ

いて，幸福，正義，公正の観

点から意欲的考察し、現代社

会への関心を高めようとし

ている。 

b: 温暖化対策にかかわる国家

間の利害の対立と調整、科学

技術の発展と生命倫理に関

する事柄を、幸福，正義，公

正の観点から多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を

適切に表現している。 

c: 資源・エネルギー問題や情

報化の進展についての考察

に必要な諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめた

りしている。 

d: 地球環境問題、資源エネル

ギー問題について多面的に

理解し，持続可能な開発に向

けての知識を身に付けてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



第
２
部 

第
１
章 

青
年
期
と
自
己
形
成
の
課
題 

１ 現代社会と青年の生き 

  方 

①現代社会と青年 

②青年期の発達課題 

③自己形成と社会とのかか

わり 

④進路と生きがいの創造 

 

２ よりよく生きることを 

求めて 

①哲学と人間  

②宗教と人間 

③近代科学の考え方 

④人間の尊厳 

⑤人間性の回復を求めて 

⑥日本の伝統思想の考え方 

⑦外来思想の受容と日本人

の自覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

a: ボランティアなどの社会と

の関わりの意義、キャリアと

キャリア開発の意義につい

て理解し，進路の選択と学習

や経験の役割や生きがいと

の関係について考察し、現代

社会への関心を高めようと

している。 

b: 外来思想の受容という点か

ら儒教，国学，明治期の思想

を関連付けながら多面的・多

角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

c: 現代社会の特徴であるグロ

ーバル化の進展や少子高齢

化と人口減少の進行、青年期

の発達課題について必要な

諸資料を収集し、有用な情報

を選択して、読み取ったり図

表などにまとめたりしてい

る。 

d:ソクラテス，プラトン，アリ

ストテレスの思想，孔子など

の儒家，老子や荘子などの道

家の思想、三大宗教、ベーコ

ン、デカルト、カントなどの

西洋哲学、儒教や国学などの

東洋哲学を具体的に理解し、

その知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



 

第
２
章 

日
本
国
憲
法
と
民
主
政
治 

１ 民主政治とは 

①民主政治の成立 

②基本的人権の確立 

③世界の政治体制 

 

２ 日本国憲法の基本原理 

①日本国憲法と三つの原理 

②基本的人権の保障(1) 

③基本的人権の保障(2)  

④新しい人権と人権保障の広

がり 

⑤平和主義と安全保障(1) 

⑥平和主義と安全保障(2) 

 

３ 日本の政治機構 

①国会と立法 

②内閣と行政 

③裁判所と司法 

④地方自治 

 

４ 現代政治の特質と課題 

①選挙のしくみと課題 

②政党と利益集団 

③世論と政治参加 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

a: 民主政治がヨーロッパで生

まれた経緯や社会契約説，権

力分立の思想，議会制民主主

義の成立と仕組み、日本国憲

法の三大原理、平和主義と安

全保障について意欲的に考

察し、ニュースなどの情報を

用いて，国会や内閣の動き、

地方自治、選挙や政党につい

て現代社会への関心を高め

ようとしている。  

b: 自由権と比べた社会権の意

義、新しい人権を環境問題や

情報化の進展などの社会の

変化などと関連付けながら、

また、国会・内閣・裁判所の

三権分立の仕組み、政党と利

益集団の関係を、現代の社会

と関連付けながら多面的・多

角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

c: 議院内閣制と大統領制の特

色、日本国憲法の基本原理、

平和主義と安全保障などに

関する必要な諸資料を収集

し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表などにま

とめたりしている。 

  新聞などの情報を用いて，

国会や内閣の動き、選挙や世

論などに関する必要な諸資

料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。 

d: 社会契約説、基本的人権や

法の支配，立憲主義の意義，

自由権から社会権へ向かう

人権の歴史的展開、人権の保

障訴訟の種類，司法権の独立

の意義と内容，日本の裁判制

度，裁判員制度などの司法制

度改革について理解し、その

知識を身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



後
期 

第
３
章 

現
代
社
会
と
法 

１ 現代社会と法 

①法の働き 

②社会生活と法 

③司法と人権 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a: 法の特色，法の種類，法と

道徳や正義との関係，法の支

配の意味、日本の司法と人権

の課題について考察し、現代

社会への関心を高めようとし

ている。 

b: 家族法の規定や私法におけ

る近代法の原則などを例に，

社会生活における法の意義を

多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現し

ている。 

c: 必要な諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめたり

している。 

d: 刑事司法の意味や原則，刑

事裁判の制度，裁判員制度に

ついて理解し、その知識を身

に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

第
４
章 

現
代
の
経
済
と
国
民
福
祉 

 

１ 経済のしくみ 

①経済社会の変容 

②現代の企業 

③市場経済のしくみ 

④国民所得と経済成長 

⑤金融のしくみと働き 

⑥中央銀行の役割と金融の

自由化 

⑦政府の役割と財政 

 

２ 変化する日本経済 

①戦後復興と高度経済成長 

②産業構造の転換と国際経

済環境の変化 

③バブル後の日本経済 

④中小企業と農業 

 

３ 豊かな生活の実現 

①自立した消費者への道 

②労働者の権利 

③現代の雇用・労働問題 

④社会保障の役割 

⑤環境保全と循環型社会 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

a:経済社会の変容や現代経

済・金融のしくみ、国際経済

や農業、雇用・労働問題や環

境保全に関わる主題を意欲的

に考察し、現代社会への関心

を高めようとしている。 

b:現代の企業や国民所得と経

済成長、中央銀行の役割、産

業構造の変化や中小企業、消

費者や労働者の権利、社会保

障の役割などを多面的・多角

的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

c: 必要な諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめたり

している。 

d:現代の経済のしくみや企業、

国民所得と経済成長、金融の

しくみ、戦後の経済成長、労

働者の権利や社会保障の特質

について理解し、その知識を

身に付けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



 

第
５
章 

国
際
社
会
と
人
類
の
課
題 

 

 

１ 国際政治のしくみと動

向 

①国際社会の特質 

②国際紛争を避けるしくみ 

③国際連合と安全保障 

④国際連合の役割と課題 

⑤冷戦とその後の世界 

⑥軍縮への取り組み 

 

２ 国際経済のしくみと動

向 

①貿易と国際分業 

②外国為替のしくみと国際

収支 

③戦後国際経済の枠組みと

その変化 

④対立と協調の時代 

⑤グローバル化する経済 

 

３ 国際社会の現状と課題 

①地域統合の進展 

②変容する世界経済 

③国際的な格差の是正 

④地域紛争と難民問題 

⑤国境をこえて広がる地球

規模の課題 

⑥日本の役割 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a: 国際社会に関わる国家の役

割や安全保障・貿易に係る国

家間の関係、地域紛争などの

問題、日本の役割などについ

て意欲的に考察し、現代社会

への関心を高めようとして

いる。 

b:国際紛争や安全保障、冷戦と

軍縮、貿易と国際関係などを

関連付けながら多面的・多角

的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

c: 必要な諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめた

りしている。 

d: 国家の三要素，主権国家の

成立，国家間の諸問題と外

交，国際法の意義と国際法の

種類、集団安全保障，国際連

合、冷戦期の国際関係と軍

縮、貿易と外国為替、地域統

合などの特質について理解

し、その知識を身に付けてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


